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育児ストレインの規定要因に関する研究

サカマ イヅミ

坂間伊津美
ヤマザキ ヨシヒコ

山崎喜比古
カワタ チエコ

川田智恵子

　保健医療の専門家が何らかの援助・介入を必要と感じている心理的側面での「育児上の問題」

を明らかにし，その規定要因を検討するため，3歳以下のこどもを持つ母親450人に自記式質問

紙の配票留置法による調査を行った。有効回答数は370人（82.2％）であった。因子分析の結果，

「育児不安」，「児への苛立ち」，「負担・犠牲感」，「不満足・不全感」の下位尺度から構成される

概念を「育児ストレイン」として，育児上の問題の中から抽出した。また，重回帰分析により，

職業に就いている，生育家族へのイメージが良好である，夫からのサポート感がある，等の場合

に育児ストレインが低いことが明らかとなった。こどもとの接触体験，育児に関する専門教育の

有無との関連は示されなかった。育児ストレインが高くなると，ストレス反応としての蓄積疲労

度が高まるという関連も確かめられた。
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